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１．当四半期決算に関する定性的情報 
 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間（平成 28 年４～12 月）におけるわが国の経済を振り返りますと、雇用のひ

っ迫感が強まるなか賃金は増加したものの、消費意欲の改善は鈍く、個人消費は弱い動きが続きました。

また、輸出は、英国のＥＵ離脱問題などによる円高が影響して減少が続きました。こうしたなか、企業の

生産活動は、熊本地震による落ち込みを挽回するための増産などから、改善しました。総じてみると、景

気は回復の動きに力強さを欠く状況でした。 

当行の主な営業地盤であります三重・愛知両県下においては、全国と同様に輸出は減少傾向がみられた

一方、企業の生産活動は、主要産業の電子部品・デバイスや自動車関連を中心に、在庫調整が進展したこ

となどにより、回復しました。また、全国に比して良好な雇用所得環境を背景に、個人消費も持ち直しつ

つあり、景気は一部に弱さが残るものの、回復に向けた動きがみられました。 

このような環境のもと、当行は平成 27 年４月よりスタートした中期経営計画「成長 ～地域とともに～」

を遂行し、持続的な成長に不可欠な間口の拡大を図りながら、トップライン収益の増強を図りました。 

当第３四半期連結累計期間の連結経営成績につきましては、経常収益は、貸出金の利息収入が利回り低

下を主因に減少したことなどから、前第３四半期連結累計期間比 2億 13 百万円減少し 245 億 22 百万円と

なりました。一方、経常費用は、株式等の売却損・償却が増加したことなどから、前第３四半期連結累計

期間比 2億 78 百万円増加し 207 億 21 百万円となりました。この結果、経常利益は、前第３四半期連結累

計期間比 4 億 92 百万円減少し 38 億円、親会社株主に帰属する四半期純利益は、同 1 億 14 百万円増加し

28 億 55 百万円となりました。 
 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

貸出金は、地元事業性貸出金並びに個人ローンの増強に努めました結果、前連結会計年度末比 319 億円

増加し 1兆 3,660 億円となりました。 

預金は、引き続き取引間口の拡大に努めました結果、預金と譲渡性預金を合わせた残高は前連結会計年

度末比 351 億円増加し 1兆 7,445 億円となりました。 

有価証券は、市場動向を注視しつつ機動的な運用に努めました結果、前連結会計年度末比 217 億円増加

し 4,587 億円となりました。 

また、資産は、貸出金が増加したことなどから前連結会計年度末比 357 億円増加し 1兆 9,793 億円、負

債は、預金が増加したことなどから同 330 億円増加し 1兆 8,573 億円となりました。純資産は、利益剰余

金が増加したことなどから前連結会計年度末比 26 億円増加し 1,219 億円となりました。 
 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成29年３月期の連結業績予想につきましては、平成28年11月11日に公表した数値に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

なお、三重銀ビジネスサービス株式会社は、第１四半期連結会計期間において清算結了したため、連結

の範囲から除外しております。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 
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(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

（「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日。

以下、「回収可能性適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間から適用し、繰延税金資産の回収可

能性に関する会計処理の方法の一部を見直しております。 

回収可能性適用指針の適用については、回収可能性適用指針第49項（4）に定める経過的な取扱いに従

っており、第１四半期連結会計期間の期首時点において回収可能性適用指針第49項（3）①から③に該当

する定めを適用した場合の繰延税金資産及び繰延税金負債の額と、前連結会計年度末の繰延税金資産及び

繰延税金負債の額との差額を、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金及び非支配株主持分に加算し

ております。  

この結果、第１四半期連結会計期間の期首において、繰延税金資産が3百万円増加し、繰延税金負債が

24百万円減少し、利益剰余金が27百万円増加し、非支配株主持分が0百万円増加しております。 

 



３．四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表
    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

現金預け金 123,045 103,428 

コールローン及び買入手形 2,292 2,461 

買入金銭債権 2,394 906 

商品有価証券 71 72 

有価証券 436,942 458,734 

貸出金 1,334,087 1,366,046 

外国為替 2,338 2,223 

リース債権及びリース投資資産 7,003 7,177 

その他資産 15,574 19,523 

有形固定資産 11,003 11,019 

無形固定資産 1,806 2,557 

退職給付に係る資産 3,757 3,640 

繰延税金資産 292 274 

支払承諾見返 8,953 6,641 

貸倒引当金 △5,939 △5,356 

資産の部合計 1,943,624 1,979,351 

負債の部    

預金 1,614,544 1,648,736 

譲渡性預金 94,800 95,800 

債券貸借取引受入担保金 12,238 12,165 

借用金 67,173 67,879 

外国為替 1 19 

その他負債 17,155 16,967 

賞与引当金 625 － 

退職給付に係る負債 183 177 

執行役員退職慰労引当金 56 66 

睡眠預金払戻損失引当金 161 143 

繰延税金負債 8,439 8,780 

支払承諾 8,953 6,641 

負債の部合計 1,824,333 1,857,377 

純資産の部    

資本金 15,295 15,295 

資本剰余金 11,388 11,437 

利益剰余金 70,249 72,256 

自己株式 △56 △59 

株主資本合計 96,876 98,929 

その他有価証券評価差額金 22,898 22,913 

繰延ヘッジ損益 △1,247 △786 

退職給付に係る調整累計額 △183 △4 

その他の包括利益累計額合計 21,468 22,123 

非支配株主持分 945 920 

純資産の部合計 119,290 121,974 

負債及び純資産の部合計 1,943,624 1,979,351 
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

    (単位：百万円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

経常収益 24,735 24,522 

資金運用収益 14,217 13,316 

（うち貸出金利息） 11,247 10,570 

（うち有価証券利息配当金） 2,875 2,648 

役務取引等収益 4,532 4,564 

その他業務収益 849 1,246 

その他経常収益 5,135 5,395 

経常費用 20,443 20,721 

資金調達費用 1,806 1,294 

（うち預金利息） 951 590 

役務取引等費用 1,311 1,308 

その他業務費用 119 81 

営業経費 14,314 14,160 

その他経常費用 2,891 3,875 

経常利益 4,292 3,800 

特別利益 0 0 

固定資産処分益 0 0 

特別損失 57 11 

固定資産処分損 9 11 

減損損失 47 － 

税金等調整前四半期純利益 4,235 3,790 

法人税、住民税及び事業税 824 768 

法人税等調整額 654 144 

法人税等合計 1,479 912 

四半期純利益 2,756 2,877 

非支配株主に帰属する四半期純利益 15 21 

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,741 2,855 
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

    (単位：百万円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純利益 2,756 2,877 

その他の包括利益 689 657 

その他有価証券評価差額金 457 17 

繰延ヘッジ損益 296 461 

退職給付に係る調整額 △65 179 

四半期包括利益 3,446 3,535 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 3,421 3,510 

非支配株主に係る四半期包括利益 24 24 
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(3) 継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

 

 

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はありません。

 

 

(5) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（企業結合等関係）

共通支配下の取引等

連結子会社による自己株式の取得 

１．取引の概要

(1) 結合当事企業の名称及びその事業の内容

結合当事企業の名称 事業の内容

三重銀信用保証株式会社 信用保証業

 

(2) 企業結合日

 平成28年９月２日

 

(3) 企業結合の法的形式 

 連結子会社からの株式買取

 

(4) 結合後企業の名称

 名称に変更はありません。

 

(5) その他取引の概要に関する事項

 資本構成見直しによるグループ経営のガバナンスの強化を目的として、連結子会社が保有する株式を買取した

ものであります。

 

２．実施した会計処理の概要

 「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成25年９月13日)及び「企業結合会計基準及び事業分離

等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号 平成25年９月13日)に基づき、共通支配下の取引等

として処理しております。

 

３．自己株式の取得に関する事項

 取得原価及びその内訳

 連結子会社の取得原価は普通株式の取得価額905百万円でありますが、連結会社相互間の取引であり、全額を相

殺消去しております。
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４．四半期決算補足説明資料

（1）平成29年３月期第３四半期の業績【単体】

(単位：百万円)

平成29年３月期 平成28年３月期

第３四半期 第３四半期

（９ヶ月間） （９ヶ月間）

　16,133 　 205 15,928

( 　 15,813 ) ( 　 109 ) ( 　 15,704 )

　 12,153 △ 268 　 12,421

　 2,815 　 38 　 2,777

　 1,164 　 435 　 729

　 320 　 97 　 223

　 13,398 △ 8 　13,406

　 7,710 　 321 　 7,389

　 5,015 △ 380 　 5,395

　 672 　 52 　 620

(注)２ 　 2,735 　 213 　 2,522

(注)３ 　 2,415 　 117 　 2,298

　 ― 　 ― 　 ―

　 2,735 　 213 　 2,522

( 　 2,415 ) ( 　 117 ) ( 　 2,298 )

　 764 △ 546 　 1,310

　 176 △ 74 　 250

　 94 　 94 　 0

　 44 　 44 　 0

　 ― 　 ― 　 ―

　 49 　 49 　 ―

　 253 △ 20 　 273

　 0 △ 26 　 26

　 428 △ 332 　 760

　 3,500 △ 332 　 3,832

△ 10 　 46 △ 56

△ 10 △ 1 △ 9

　 ― △ 47 　 47

　 3,489 △ 287 　 3,776

　 651 　 47 　 604

　 135 △ 452 　 587

　 786 △ 405 　 1,191

　 2,703 　 119 　 2,584

△ 159 　 141 △ 300

（注）１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

　　　２．実質業務純益＝業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

　　　３．コア業務純益＝実質業務純益－債券関係損益

　　　４．貸倒引当金の取崩額が繰入額を上回るため、貸倒引当金戻入益を臨時損益に計上しております。

　　　　　

業 務 粗 利 益

前年同期比

( 除 く 債 券 関 係 損 益 )

資 金 利 益

債 券 関 係 損 益

経 費 ( 除 く 臨 時 処 理 分 )

人 件 費

物 件 費

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 ③

業 務 純 益

( 除 く 債 券 関 係 損 益 )

臨 時 損 益

株 式 等 関 係 損 益

税 金

実 質 業 務 純 益

コ ア 業 務 純 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ①

信 用 コ ス ト （ ① ＋ ② － ③ － ④ ）

税 引 前 四 半 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

四 半 期 純 利 益

債 権 売 却 損 等

そ の 他 臨 時 損 益

経 常 利 益

減 損 損 失

法 人 税 等 合 計

特 別 損 益

固 定 資 産 処 分 損 益

不 良 債 権 処 理 額 ②

貸 出 金 償 却

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

償 却 債 権 取 立 益 ④

第３四半期までの実質業務純益は2,735百万円、コア業務純益は2,415百万円となりました。
また、経常利益は3,500百万円、四半期純利益は2,703百万円となりました。

－ 8 －
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（2）リスク管理債権の状況
　部分直接償却未実施
【単体】 (単位：億円)

平成27年12月末比 平成28年３月末比

破 綻 先 債 権 額 5 △ 2 △ 3 7 8

延 滞 債 権 額 191 △ 39 △ 32 230 223

３ヶ月以上延滞債権額 0 　 0 　 0 ― ― 

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 10 △ 3 △ 2 13 12

合　　　　　  計  (Ａ) 208 △ 43 △ 37 251 245

貸出金残高（末残）(Ｂ) 13,686 　 489 　 312 13,197 13,374

貸出金残高比(Ａ)／(Ｂ) 1.52% △ 0.38% △ 0.31% 1.90% 1.83%

【連結】 (単位：億円)

平成27年12月末比 平成28年３月末比

破 綻 先 債 権 額 5 △ 2 △ 3 7 8

延 滞 債 権 額 196 △ 40 △ 32 236 228

３ヶ月以上延滞債権額 0 　 0 　 0 ― ― 

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 10 △ 3 △ 2 13 12

合　　　  　　計  (Ｃ) 213 △ 44 △ 36 257 249

貸出金残高（末残）(Ｄ) 13,660 　 486 　 320 13,174 13,340

貸出金残高比(Ｃ)／(Ｄ) 1.56% △ 0.40% △ 0.31% 1.96% 1.87%

（3）金融再生法開示債権
【単体】 (単位：億円)

平成27年12月末比 平成28年３月末比

破 産 更 生 債 権 及 び
こ れ ら に 準 ず る 債 権 44 △ 6 △ 9 50 53

危 険 債 権 154 △ 35 △ 27 189 181

要 管 理 債 権 11 △ 2 △ 2 13 13

合 計 (Ｅ) 209 △ 43 △ 37 252 246

正 常 債 権 13,802 　 490 　 319 13,312 13,483

総 与 信 残 高 (Ｆ ) 14,011 　 447 　 282 13,564 13,729

総与信残高比(Ｅ)／(Ｆ) 1.49% △ 0.37% △ 0.30% 1.86% 1.79%

（注）記載金額は億円未満を四捨五入して表示しております。

【連結】 (単位：億円)

平成27年12月末比 平成28年３月末比

破 産 更 生 債 権 及 び
こ れ ら に 準 ず る 債 権 49 △ 8 △ 9 57 58

危 険 債 権 154 △ 35 △ 27 189 181

要 管 理 債 権 11 △ 2 △ 2 13 13

合 計 (Ｇ) 214 △ 45 △ 37 259 251

正 常 債 権 13,771 　 488 　 326 13,283 13,445

総 与 信 残 高 (Ｈ ) 13,985 　 443 　 289 13,542 13,696

総与信残高比(Ｇ)／(Ｈ) 1.53% △ 0.38% △ 0.30% 1.91% 1.83%

（注）記載金額は億円未満を四捨五入して表示しております。

平成28年３月末

平成28年12月末 平成27年12月末 平成28年３月末

平成28年12月末 平成27年12月末 平成28年３月末

平成28年12月末 平成27年12月末 平成28年３月末

平成28年12月末 平成27年12月末
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（4）自己資本比率（国内基準）【単体】【連結】

（5）時価のある有価証券の評価差額【連結】
(単位：億円)

平成28年12月末 平成27年12月末 平成28年３月末

時 価 　評価差額 時 価 　評価差額 時 価 　評価差額

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

344 16 6 4,307 328 7

246 0 0 440 218 2

33 1 0 2,647 46 0

63 14 5 1,218 62 5

（注）１．「評価差額」及び「含み損益」は、帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後）と時価との差額を計上して
　  　　　おります。
      ２．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。

(単位：億円)

平成28年12月末 平成27年12月末 平成28年３月末

帳簿価額 　含み損益 帳簿価額 　含み損益 帳簿価額 　含み損益

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

1 ― ― 50 1 ―

（6）預金等・貸出金の残高【単体】

（7）個人預かり資産の残高【単体】

1 50 3

3463274,518

31

59

479

53

以　　上

3

466

2,548 4632 2,803 31

49 67その他 1,503

50

その他有価証券

満期保有目的の
債券

債　券

1,251

246株　式

1

4,534 335

221

353

262262

(単位：億円)

平成27年12月末比 平成28年３月末比

　 　

　 　

うち消費者ローン 　 △

（注）預金等には譲渡性預金を含んでおります。

17,512

13,686

4,291

預 金 等（末 残）

平成28年12月末

貸 出 金（末 残）

平成27年12月末 平成28年３月末

17,170

13,374

4,300

16,867

13,197

4,258

645

489

33

342

312

9

(単位：億円)

平成27年12月末比 平成28年３月末比

　 　

 個人預金 △ 　

 投資信託 △ △

 保険 　 　

 公共債 △ △

11,028

個人預かり資産(末残) 14,633

平成28年12月末

63

14,394

10,918

837

2,574

平成27年12月末 平成28年３月末

793

2,757

53

14,528

11,102

863

2,496

67

105

74

70

261

14

239

110

44

183

10

(単位：億円) (単位：億円)

8.49 % 8.75 % 8.82 % 9.10 %

1,005 1,048 983 1,024

11,831 11,972 11,140 11,249

(注)２ 473 478 445 449

単  体 連  結 単  体 連  結

(注) １．上記の自己資本比率（国内基準）は、「銀行法第14条の２の規定に基づき、銀行がその保有する資産
       　等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示
       　第19号）」に基づき算出しております。
　　 ２．総所要自己資本額は、リスク･アセット等の額に４%を乗じた額であります。

自 己 資 本 比 率

自 己 資 本 の 額

リ ス ク ・ ア セ ッ ト 等 の 額

総 所 要 自 己 資 本 額

平成28年12月末 平成28年3月末

－ 10 －


